
Ｑ｜ここまで仕入が好調に推移しているとのことだが、在庫が増えすぎていないか？

３Q累計では、リユース事業の連結の仕入高は前期比29.7％増、売上高は同22.4％増となっ
ており、伸び率では仕入が7ポイントほど先行はしているが、第４四半期もグループ全体で
９店の出店（前年同期は４店）を予定しており、新店分も含めた在庫確保という点も踏まえ
ると、問題のない水準と考えている。
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Ｑ｜今後の出店に向けて人材は十分確保できる見込みか？

人員の確保については、2024年4月入社の新卒は前年4月と同水準の約110名を予定しており、
中途採用やパート・アルバイトからの社員登用も引き続き積極的に行っていく計画であり、
問題なく進行している。また、社員の定着を一層図っていくため、来期においても引き続き
給与のベースアップ及び年間休日の増加などの取り組みを進める予定である。

Ｑ｜今後の出店に向けて店舗物件は十分確保できる見込みか？

当社では、店舗物件は、物販店などの退去後に居抜きで賃貸での出店を行っている。来期は
連結ベースで25～30店の出店を計画しており、現時点で10店以上の物件が固まっている。
出店地域は、一都三県及び関西、愛知などの中部、福岡などの九州に加えて、直近では群馬
県や栃木県、茨城県の北関東への出店を進めている。今後も、すでに進出している地域に加
えて、その周辺地域への出店を進めていくこと、またグループで10を超える店舗業態を組み
合わせて多様な立地形態への出店を行うことで、中期計画に沿った出店を進めていく。

https://ssl4.eir-parts.net/doc/3093/tdnet/2352195/00.pdf

